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子宮頸がんワクチン接種の
キャッチアップ

子宮頸がんは子宮の入り口部分（頸部）にできるがんです。
日本では毎年約10,000人もの女性が新たに子宮頸がんと診断さ
れ、約2,800人が子宮頸がんによって亡くなっています。
また、20代後半から30代という子宮頸がんの発症年齢と、出産
年齢のピークが重なることが知られています。
平成9年度から平成18年度生まれの女性はキャッチアップ接種と
して公費による接種が可能です。
まだ接種を受けていない人や、合計3回受けていない人は令和7
年3月までに終われるようにしましょう。
当院に男性の方が９価ワクチン接種をしたいとの問い合わせも
あります。新しい９価のワクチンは自費で接種をすることもで
きますがせっかくの機会です。親子でもう一度お話してみては
いかがですか。

伝染性軟属腫（水いぼ）
水いぼは通常、14から50日の潜伏期間を経て、免疫力が発
達していない子供たちの体感や四肢、デリケートゾーンや
下腹部、太ももの内側などに主に現れます。水いぼは自然
治癒することが多く基本的には放置してもいいといわれて
います。しかし基礎疾患がある場合や長くかかって広がっ
ていく場合などにはピンセットを用いてつまみとったり液
体窒素を用いて凍らせてとったりします。
銀イオン配合クリームの臨床試験での治癒率は3か月間で約
８０％の報告があります。伝染性軟属腫専用保湿クリーム
は水いぼの治療クリームです。保険診療ではなく自費にな
りますが気になる方はご相談ください。

年末年始の休診
12/29（金）～1/4（木）

エムラクリーム

皮膚レーザー照射予定部位や注
射予定部位に塗布し、ラップな
どで密閉することで麻酔効果が
得られ治療や処置のいたみをや
わらげる薬剤です。
恐怖心の強い人や痛みが苦手な
方はお気軽にご相談ください。
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